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目 的 

教師が言った数だけ玉を移
動させる 
教師が移動させた玉の数を  
言う 

１とび，２とび，５とび，１０と 
びの数直線の問題 
「〇とび」という考え方を知る 

〇数えたり数を表したりする学習（上記）を，年間を通し，ミニコーナーを設定して継続した 
〇数の量感を感じられるように具体物を使い，数量と数詞と数字を結びつける学習を行った 
〇既習事項を思い出しやすいように，「１０のまとまり」「〇とび」「０は読まない」などの キーワー 
   ドで示した 

早く，簡単に，正確に数える 十進位取り記数法の基礎 

百玉そろばん 数直線（宿題） 

年間を 
通して 

授業計画・ 
授業づくりの
ポイント 

知的障がいのある生徒が，数の基礎的な事項（２位数を１０のまと
まりと端数で捉えること，２位数，３位数の表し方）について 
習得と活用を繰り返しながら学ぶためのポイントを探る 

数を扱う学習活動 
が難しい 

数は「まとまりと端数」で捉えられるというきまりに気付き 
                       そのきまりをもとに課題に取り組む 
                                 （小学部３段階A数と計算ア） 

数学的な見方 

数詞 
「さん」 

数字 
「３」 

具体物 
分離数
（順序数） 

連続数 
（集合数） 

中学部 
スペードグループ 

項目 
 

５とび，10とびで数える 

 
空位のある３位数を聞い
て数字で表す 

空位のある３位数を
読む 

6月の 
様子 

５とびは10まで数える 
10とびは「90，100，
101」と数える 

ひゃくいちを 
「１００１」と表す 

難しい 

※大分大学教育学部附属特別支援学校HPの 
研究成果物を参考に 

１０のまとまりを作り，「まとま  
 り」 と「端数」に分けて数える 
数えた結果をホワイトボードに 
数字で書く 

10 
10 

100 
100 

12＜21 
？ 

？ 

？ 

生徒の様子・つぶやき 

数字カードを使って，具体物の  
数を表す （具体物が１０や 
１００のまとまりになっている） 
「０は読まない」など読み方の  
 ルールを知る 

 
 
 
 
１月 

「０は読まない」 
から，102はひゃくに！ 

 
俺は１０で数える派。（５のまとまりで

数えた友人を見て 
 
 
 
 
 

10月 
あれ，長さの目盛りって５
とび，10とびになってる？ 

6月 
数えるときは10のまとまり！ 

 
作業製品の皿を５のまとまりで数えました！ 

間違えなかった。 

項目 ５とび，10とびで数える 空位のある３位数を聞い
て数字で表す 

空位のある３位数を
読む 

1月の
様子 

５とびは30くらいまで
可能に 
１０とびは「90，100，
1１０」と数えるよう
になった 

３つの数字で表せる 
０の位置もほぼ〇 

できるように
なった 

12月 
グラフの目盛りは 
５と１０が長い。 

事 例 

主な学習活動 

数を「まとまりと端数」
で捉えることができるよ
うになりつつある 

〇〇〇 


